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論 文 内 容 の 要 旨 
大語彙連続音声認識の認識性能は、統計的手法の導入や、大規模音声データベースの構築により飛躍的に向上して
おり、丁寧に発声された音声に対しては実用段階に入っている。しかしながら、より自然な発話にはさまざまな発話
スタイルがあり、この発話スタイルの変化に伴う音響的特徴の変化が、認識性能に大きく影響することが明らかにな
っている。本研究は、講演などの独話音声や誤認識時の言い直し発話音声の音響的特徴を分析することで、これらの
発話スタイルの変動に頑健な音響モデル構築法をまとめたものである。 
 
第１章では、大語彙連続音声認識技術の現状と、本研究の位置付けについてまとめた。 
 
第２章では、統計的手法のひとつであるＨＭＭを用いた音響モデルの構築方法を中心に連続音声認識の概要をまと
めるとともに、発話スタイルの変動が現状の音声認識システムの対してどのように影響を与えるかを明らかにした。 
 
第３章では、大規模日本語音声データベースを用いた地域・年齢の違いによる音響的特徴の違い、発話スタイルの
違いによる音響的特徴の違いについての調査結果をまとめるとともに、第２章で記述した問題点を音響的な観点から
検証した。 
 
第４章では、発話スタイルのひとつである講演音声の認識について研究を行った結果をまとめた。この中で、発話
速度の変動が認識性能に大きく影響を与えることを明らかにするとともに、ゆう度基準を用いた分析周期・窓長の自
動選択手法を提案し、認識性能が改善できることを明らかにした。 
 
第５章では、音声認識システム利用時に発話スタイルが大きく変化する、誤認識時の言い直し発話に対する認識性
能改善方法についてまとめた。言い直し発話の音響的特徴を分析し、その特徴を表現できる音響モデルのモデル構造
を構築することで、誤認識時の言い直し発話に対する認識性能が改善できることを明らかにした。 
 
第６章は、本研究全体の結果について、まとめたものである。 
 
以上のように本論文は、発話スタイルの変動に頑健な音響モデルの構築に関する研究を、全６章にまとめたもので
ある。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、講演などの独話音声や誤認識時の言い直し発話音声など各発話スタイルの音響的特徴の分析を通して既
存の音響モデルおよび認識手法の課題を明確にし、これらの発話スタイルの変動に頑健な音響モデルを構築する研究
をまとめたものである。 
まず、発話スタイルの変動が現状の音声認識システムに与える影響を明らかにしている。すなわち、隠れマルコフ
モデル（ＨＭＭ）を用いた音響モデルの構築方法は、大規模音声データベースに収録されている学習データから音声
の統計的特徴を抽出してモデル化するが、その発話スタイルは限られている。そのため、認識対象音声の発話スタイ
ルが大きく変動した場合、音響モデルの構造やモデルパラメータにミスマッチが生じ、認識性能が著しく低下するこ
とを明らかにしている。 
この結果を受け、大規模日本語音声データベースを用いて、地域・年齢の違いによる音響的特徴の違い、発話スタ
イルの違い及び、学習データ量と認識性能の関係について分析している。その結果、音響的特徴としては、年齢とと
もに発話速度の変動の増加などの傾向が認められたが、地域的な違いは認められないことを、また、発話スタイルに
ついては、対話音声において発話速度の変動が大きくなることなどを見出すとともに、音響的特徴の違いが認識性能
に大きな影響を与えることを明らかにしている。また、発話スタイルが大きく異なる場合には、音響分析手法やトポ
ロジーまでを含んだ検討が、認識性能の劣化を防ぐ上で必要であるとの結論を得ている。 
次に、発話スタイルのひとつである講演音声の認識について検討し、発話速度の変動が認識性能に大きく影響を与
えることを明らかにするとともに、ゆう度基準を用いた分析周期・窓長の自動選択手法を提案し、認識性能が改善で
きることを明らかにしている。 
また、音声認識システム利用時に発話スタイルが大きく変化する誤認識時の言い直し発話に着目し、発話変形に対
する音声認識手法を提案している。具体的には、言い直し発話の音響的特徴を分析し、その特徴を表現できる音響モ
デルのモデル構造を構築することで、誤認識時の言い直し発話に対する認識性能が改善できることを明らかにしてい
る。 
 以上の研究成果は、限られた音声データから各発話スタイルを分析しモデル化する音声認識手法の重要性を明らか
にし、今後の音声認識技術の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を授与
される資格があるものと認める。 
 
